
抱樸館福岡では、新しく日常生活支援住居

施設の認定を福岡市から受け、入居者への支

援を行っていきます。この認定を受けるにあ

たり、何度も福岡市と協議を重ね、２０２１

年９月よりスタートすることができました。

２０２０年４月からスタートした日常生活

支援住居施設は、制度としてはとても新しい

ものです。今回、日常生活支援住居施設のこ

とを抱樸館福岡の早野館長にお伺いしました。

－－日常生活支援住居施設のことを簡単に教え

て下さい。

「制度の認定を受けるた

めには、抱樸館福岡の

ような無料低額宿泊所

であることが前提とし

てあり、生活保護を受

けている方に対して、

個別に支援計画をつく

り、その計画に基づい

て個別的・専門的な日

常生活上の支援を行う

施設のことを言いま

す。対象となる方は、日常生活や社会生活を

送る上で、何らかの課題があり一人では居宅

での生活が困難な方になります」

－－具体的にどのような支援をされていますか。

「食事、洗濯、部屋の掃除などの日常生活に課

題のある利用者への自立支援、外出などに課

題がある方への外出支援、病院へ同行し病状

や治療内容を把握すること、服薬のサポート、

金銭管理支援、他の支援機関等との調整や利

用手続き支援、利用者のアセスメント、個別

支援計画の策定、利用者の交流支援、互助・

役割づくりなどがあります」

－－日常生活支援住居施設の認定を受けてこれ

までと変わることはありますか。

「認定を受けると、支援計画を立てる際に、専

用の支援計画シートに沿って計画を立てて支

援を行うようになります。また、抱樸館への

受け入れについて、これまで、福岡市内にい

る方しか受け入れができなかったのですが、

今後は、他の自治体からでも受け入れが可能

となります」

「抱樸館福岡では、これまでも入居者への支援

をする中で、個別に支援計画を立て進めてき

ました。支援計画の内容は、入居者に寄り添

うことを大切にし、入居者と一緒に考えてき

ました。また、支援計画を立てた後にも、抱

樸館内の相談員で開催される内部ケア会議や、

ケースワーカーと一緒になってケース検討会

議を開催し、より良い支援が行えるように取

り組んできました。私たちの支援は抱樸館を

退居されても続きます。地域で過ごす中で、

安心して過ごしていけるように、継続して支

援を行います」

「日常生活支援住居施設という制度は始まりま

すが、これまで抱樸館福岡では多岐に渡り、

支援を行ってきました。その支援内容は、今

回の制度を網羅しています。今後も、今まで

通り、抱樸館の入居者や抱樸館を卒業して地

域で生活している方々が安心して生活が送れ

るように支援をしていきます」

－－ありがとうございました。

抱樸館福岡は日常生活支援住居施設の認定を受けました！！
～自立した社会生活を営むことができるよう支援を行います～

早野館長
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抱樸館卒業生の藤間重治さんは、昭和２２年

生まれで今年７５歳になります。抱樸館には２

０１２年の４月頃から１ヶ月半ほどいました。

藤間さんは、ずっと理容師一筋で仕事をして

こられ、抱樸館を退居されてから、抱樸館福岡

や他のホームレス支援団体などに訪問し、散髪

ボランティアを続けています。そんな活動を続

けられている藤間さんの半生を取材してきまし

た。

――生まれやご家族のことなど聞かせて下さい。

「生まれは宮崎県です。父

と母、姉１人と妹２人の

６人家族でした。同じ屋

根の下で暮らしたのは、

１５歳までです。中学校

を卒業と同時に実家を

出て、理容師になるため

に名古屋にある理容師

へ住み込みで弟子入り

しました」

――理容師になろうと思

ったきっかけを教えて下さい。

「父は大工職人でした。そんな父親と話しをす

る中で『人間が生きとる間は必ず髪がのびる

から、理容師になれば食いっぱぐれはないぞ』

といわれた一言がきっかけとなり、理容師に

なることを決めました」

――住み込み先での仕事は大変だったのでは。

「朝６時に起きてお店の準備をするところから

始まり、終日、仕事を頑張っていました。今

でこそ、理容室にある洗髪台のシャワーは、

蛇口を捻るとお湯がでますが、当時はそうで

はありません。ガスがありませんから、お客

さんの頭を洗うお湯は、薪をくべて沸かし、

お湯をタンクに貯めて使うような時代でした。

休みの日でも、薪割りをしたり、掃除をした

りと忙しかったですね」

「当時、お店の２階に住み込みで仕事をしてい

たのですが、弟子入りした店の奥さんがとっ

ても良い人で、洋服から靴から食事まで何で

も用意してくれて、まるで自分の息子のよう

に良くしてくれたのを覚えています。でも、

厳しいところもありました。休みの日に外に

出かけていても、夕方１８時に帰ってきてい

なかったら、夕食抜きでした。心配してくれ

ていたんでしょうけど、当時は『俺は男やけ

どなぁ…』とよく思っていましたね」

――当時の様子を教えてください。

「昭和３０年代は、物価が今と全然違います。

ハガキは確か５円ぐらい、散髪代も１回１５

０～１８０円ぐらいだったかな。その当時、

私が手渡しでもらえた給与は５００円でした。

とても少ないと思うでしょうが、これが良か

ったのです。本当は４５００円の給与だった

のですが、奥さんが給与から天引き貯金をし

てくれていたのです。その時には４８万ほど

貯まっていて、現在の価値にすると５００万

ぐらいにはなっていたと思います」

――ずっとそこで働かれていたのですか。

「２２歳で、大阪に行きました。大阪では、一

人前の理容師として仕事をしていました。そ

のお店でも以前と同様に住み込みで仕事をし

ていました。その店のマスターと奥さんもと

ても良い人でした。奥さんがよく、『重ちゃん、

ご飯たくさんあるし、冷蔵庫にもおかずある

から、良かったら食べなさい』と言ってご飯

を食べさせてくれました。マスターは大の阪

神ファンで、店を閉めてから、よく野球観戦

に連れてってもらいました。おかげで、僕も

阪神ファンになりました。その店では、２２

歳から３７歳までの１５年間ほど仕事をして

いました。当時、結婚は２回して、２回とも

離婚しました。最初の結婚をしたのが２２歳

のときで、その時の子どもが１人と、２回目

の結婚は３７歳のときにして、その時にもう

２人子どもがいます」

――その後、大分で仕事をされていたとか。

「３７歳のとき、大分で自分の店を持って仕事

をしました。ここで２回目の結婚をしたので

すが、４７歳ごろに離婚をしました。この時

に自分のお店を手放して現金に換え、自分は

１ヶ月分の生活費１５万だけをもらい、残り

全ては子どもを引き取る妻へ渡しました。ま

だ若いし、次の仕事を見つければどうにでも

抱樸館卒業生の藤間重治さんを取材しました！！
～人と人との出会いが一番大切だと思います～

藤間 重治さん
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ご飯は食べていけると思っていました」

「次も理容師として働きました。中学校を卒業

以来、ずっと理容師一筋で頑張ってきました。

僕は理容師の職人です。その甲斐もあり、そ

の店では、数店舗あるお店の、総店長として

仕事を任されるまでになりました。しかし、

その店の若社長と仕事の意見が合わないこと

もあり、その店を辞めてしまいました」

――抱樸館に入られた経過などを詳しく教えて

下さい。

「大分での仕事を辞めたのが６５歳の時です。

散髪道具だけを持って、大分から福岡までの

道のりを歩いて行きました。３月のまだ雪が

残る中、由布岳を越え、夜は山の葉っぱなど

を集めて寝ました。朝起きたときに『あー、

今日も生きとったぁ』と何度も思いました。

寒空の途中、湯布院の駅に足湯があり、夜に

誰もいないことを見計らって、足をつけたと

きは、本当に生き返ったのを覚えています。

あの時はしんどかったですね。福岡まで１４

日前後だったと思います。道中、お金もほと

んど無かったのですが、散髪道具だけは絶対

に手離しませんでした。何とか博多区役所に

たどり着いて、そこで紹介をしてもらったの

が抱樸館福岡でした」

――抱樸館での生活はいかがでしたか。

「僕は抱撲館に１ヶ月半ほどしかいませんでし

た。退居するまでの期間は、早かったと思い

ます。入居中、いろんなことがありましたが、

相談員や厨房のスタッフのみなさんには、本

当にお世話になりました。僕は抱撲館のご飯

で特に気に入っているのは、コロッケ、スパ

ゲティ、カレーこの３つは格別ですね。今日、

厨房のスタッフからお弁当をつくってもらっ

たので、家に持って帰って食べますが、とて

も楽しみです」

――いろいろなところで散髪ボランティアをさ

れているとか。

「僕は、抱樸館を退居し

てからずっと、抱樸館

や他のホームレス支援

団体のところに行って

散髪ボランティアを

し、今年で丸９年にな

ります。今は、年金や

生活保護をもらってい

て支払いができる方

は、散髪代金を３００

円もらっています」

「今日は、抱撲館で１５人の散髪をしました。

朝９時頃から始めて、片付けも含め終わった

のが１４時でした。大変ですが、散髪後には

みんなさっぱりした表情になるので、嬉しい

です。散髪でみんなからもらったお金は、散

髪をしたところの団体へ全額寄付しています。

少しでも困っている人の役に立ててほしいと

思っています」

――地元へ戻りたいと思ったことはないですか。

「実は、最後に務めた会社の若社長が抱樸館に

来て、また一緒に仕事をしないかと迎えに来

てくれたことがありましたが、その話はお断

りしました。理由は、福岡での生活がとても

充実しているからです。僕は人生で、人と人

との出会いが一番大切だと思っています。僕

が困っていた時に博多区役所でお世話をして

くれた職員の方、

抱樸館で出会っ

た相談員や厨房

スタッフのみな

さん、抱樸館の入

居者や卒業生、他

のホームレス支

援団体などでボ

ランティアをす

る中で知り合った方々、今の僕があるのは、

色々な人との出会いがあったからです」

――みなさんに伝えたいことがあるとか。

「人間は誰でも生きている間にどうしようもな

くなり、困ってしまうことがあります。その

時は、思い切り勇気を出して『助けて下さい』

と言うことが大切だと思っています。その時

には、きっと助けてくれる人との出会いがあ

ると思います」

「僕は、抱樸館で出会った相談員や厨房の職員

のことを本当の娘みたいに思っています。い

ろいろな困りごとでも頼みやすく、抱撲館を

卒業した後でも、

本当によくして

もらっています。

この散髪ボラン

ティアは、僕の手

と足が動くうち

は続けていこう

と思っています」

――ありがとうござました。
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抱樸館福岡で技能講習の担当をしている川口

良一さんと上野聡美さんを取材しました。技能

講習は、入居者の就労に役立つ資格や技能の習

得をサポートしています。今回、技能講習の内

容や技能講習担当者として、入居者と関わる中

で大切にしていることなど聞いてきました。

――技能講習のことを簡単に教えて下さい。

「正式名称は『日雇労働者等技能講習事業』と

言い、ＮＰＯ法人抱樸

が厚生労働省から受託

しています。この事業

は、不安定な雇用状態

に置かれている方や失

業している方に対し

て、資格や技能の取得

をサポートし、就労の

機会が増え、安定した

就労に繋がることが目

的です。そのため、本人

が費用負担することな

く、資格や技能を習得することができます。

対象者は、求職活動をしている日雇労働者、

抱樸館などの自立支援施設などに入居してい

る生活が困窮状態にある方、住居喪失不安定

就労者（※）が対象です」

――どのような講習内容がありますか。

「日雇労働者として就労している方などが対象

なので、土木・建設関係で活きてくる普通・

中型・大型の自動車運転免許、原動機付自転

車、フォークリフト、ガス溶接、車両系建設

機械（ブルドーザー、パワーショベル等）な

どの講習が多くあります。最近はニーズに応

じて、資格や技能講習の内容も変わり、介護

職員初任者研修、パソコン講習、ハウスクリ

ーニングなどの講習もあります」

――人気の講習はありますか。

「希望が多い技能講習は、パソコン講習や介護

職員初任者研修、フォークリフトです。パソ

コンは、どの仕事でも使う機会が多くありま

すし、介護の仕事は、求人で多く見られ、先々

でも必要とされる仕事なので、受講される方

は多いです。あと、抱樸館周辺では、倉庫内

作業などの求人が多くあるので、フォークリ

フトの免許を持っていると求職活動の際には

有利になるので人気があります」

――支援をする中で、大切にしていることを教

えて下さい。

「入居者に寄り添って、一緒に物事を考えてい

くようにしています。入居者の中には、自分

の考えを上手く言葉にできない方もいるので、

そのような方には寄り添い方を考えて支援を

するようにしています。私は自立に向かって

の支援をすることは、とても時間がかかるこ

とだと思っています。ここにいる数ヶ月間だ

けでは分からないことも多くあるので、抱樸

館を卒業した後も、引き

続き支援ができるように

しています。また、本人

がやりたいことがあった

ときに、色々な資格や技

能を取得することで、自

立に向けての手助けとな

り、本人が前に進んでい

けるようにしたいと思っ

ています」

――今後やりたいことはあ

りますか。

「技能講習の中にある資格や技能の種類を増や

して、充実させていきたいと思っています。

今、検討しているのは、マンションの管理員

になるための技能講習です。求人でもよく見

かけますが、マンションの管理員の仕事に資

格は必要ないのですが、その技能講習を受け

ることで、就職に有利になると考えています。

また、接客業に就くためのマナー講座や、パ

ソコン講習で民間資格の習得ができるように

していきたいと思っています。私たちは、技

能講習を受講される方々が、就労の機会が広

がり、自立に向かって進み、安定した就労に

繋がるような支援を目指して、今後も頑張っ

ていきたいと思っています」

――ありがとうございました。

上野 聡美さん

資格や技能の取得で入居者等の就労をサポートするために
～ＮＰＯ法人抱樸の技能講習について取材しました～

※ 終夜営業等のインターネットカフェ等

の施設を主として起居の場所とし、不安

定な雇用状態に置かれている方のこと。 

川口 良一さん
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抱樸館に入居者しているＡさんとＢさんがパ

ソコンの技能講習を受講し、その様子を取材し

てきました。講習はグリーンコープのワーカー

ズＩＣＴ（※）という部署が行っています。

――抱樸館に来るまでの経過など教えて下さい。

Ａさん「私の出身は福岡で、現在５２歳になり

ます。東京の大学を卒業した後、証券会

社や金融業界などで３０年弱仕事をして

いました。その間で、結婚は２回してし

ました。でも、２回とも上手くいかずに

離婚してしまいました。他に、色々とあ

って、仕事も住む家も無くしてしまい、

自暴自棄になっていた時期がありました。

そして、生活に困って、地元の福岡に戻

り、今年の４月から抱樸館にお世話にな

るようになりました」

Ｂさん「僕の出身は福岡で、現在２７歳になり

ます。中学を卒業した後すぐに、働きた

かったのですが、年齢的なこともあり、

就職することができませんでしたが、数

年後、ハローワークに通いながら職を見

つけ、色々な仕事をしました。大工や鳶

職、防水工、教材の梱包や警備会社など

です。仕事は、色々なことがあって辞め

てしまいました。仕事も住むところも無

くなってしまい、抱樸館にお世話になる

ことになりました」

――パソコンの技能講習を受講しようと思った

きっかけを教えて下さい。

Ａさん「抱樸館に入居して、すぐに、キャリア

カウンセリングを受けました。そこで相

談をしている

中で、スキル

アップのため

にパソコン講

習を受けてみ

ようと思いま

した。前に仕

事をしている時に、パソコンを扱うこと

はありましたが、あくまで独学の範囲で

した。あと、今は仕事を離れて時間も経

っていることも理由としてありました。

今回、パソコン講習を受講して、独学で

は学ぶことができなかった知識や技術が

身に付き、スキルアップできたことがと

ても嬉しいです。もう少し早く受けてい

れば良かったなと思うほどです」

Ｂさん「パソコンは、高校や大学の授業などで

習うと思うのですが、自分は中学校まで

しか行っていないので、経験や技術とし

てパソコンを習いたかったからです。初

級から受講し始めて、始めたときは、人

差し指でキーボードをたたいていたので

すが、終わるころに

は、両手でスムーズに

タイピングができる

ほどになりました。講

習の先生がとっても

優しくて、何度も何度

も丁寧に教えて下さ

ったこともあります。

講習の先生には感謝

しています」

――今後、他に受講してみたい技能講習はあり

ますか。

Ａさん「介護職員初任者研修やフォークリフト

など受講したいです。今、求人を見てい

ると、抱樸館福岡の近くでフォークリフ

トを活かした仕事や、介護業界の求人は

どこでも多く見ます。資格取得しするこ

とで、仕事を探す上で、幅が広がるので

頑張って取得したいです」

Ｂさん「僕も介護職員初任者研修の受講を予定

しています。その他に、車の免許も取得

できたらいいなと思っています」

――今後の目標やこれからやってみたいことな

どはありますか。

Ａさん「もう一回、金融関係の仕事につきたい

と思っています。ただ、年齢的に厳しい

ところもあるので、資格を取得して、早

く仕事を見つけて、自立した生活ができ

るようになりたいです」

Ｂさん「色々なことに挑戦したいと思っていま

す。その中の一つに、介護関係の仕事に

ついては興味があります。友人が介護福

祉士の資格を持っていて、施設で仕事を

していることと、今後、高齢化社会にな

るので、介護の業界で仕事をして経験を

積みたいとも思っています」

――ありがとうございました。

※ 一般社団法人ワーカーズコレクティブ

ＩＣＴＡｄｏｖａｎｃｅは、グリーンコー

プのＩＴシステムを担う部署で、ＩＴにつ

いての専門知識を持った方が多く在籍し

ています。
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一般社団法人糸島しましまプロジェクトが運

営する子どもの居場所『寺子屋しましま』が、

２０２１年の８月にオープンしました。

場所は福岡県糸島市志摩にあり、訪れる子ど

もたちは自然と触れ合いながら過ごすことがで

きます。今回、代表の阪井麻紀さんにお話しを

お聞きしました。

――糸島しましまプロジェクトを始めたきっか

けを教えてください。

「２０１２年１０月に糸島

しましまプロジェクトを

立上げました。東日本大

震災の影響を受けて、食

べ物の放射能汚染で悩ん

でいるお母さんたちへ、

糸島で育った規格外野菜

を届けようとしたのがス

タートです。私は生まれ

も育ちも糸島で、地元の

知人たちが育てた野菜が

捨てられる場面を目にしてきました。理由は、

豊作の時期に余ったものや、店頭に並べるこ

とができない規格外の野菜だったからです。

反対に、東日本大震災の影響で放射能汚染を

受け、食べるものに対しての不安を抱え、で

きる限り安全な食べ物が欲しいと願うお母さ

んたちがいることを知り、行き場のない食べ

物と、安全な食べ物が欲しいと願う人をマッ

チングしたいと考えました。活動に賛同いた

だく生産者を募り無償で提供していただきま

す。送る野菜の中には、福岡名産のかつお菜

や手作りの酵素ジュースだったり、干し柿を

作っては送ったりと、季節によって色々な野

菜や食材をお届けしています。この活動は今

も継続して行っていて、今年で９年目になり

祝日以外の毎週月曜日に行っています」

――グリーンコープとの出会いはその頃ですか。

「糸島しましまプロジェクトを立ち上げ活動す

る中で、グリーンコープさんの１００円基金

（※）があることを知り、それに申請して助

成を受けたのがグリーンコープさんとの出会

いでした。今はフードサポートとしての食材

支援をしていただいています」

――他の災害支援もされたそうですね。

「２０１６年に起きた熊本地震、２０１７

年の九州北部豪雨の被災者への支援も

行ってきました。物資の支援やグリーン

コープさんと一緒になって炊き出しな

ども行ったんですよ」

――コロナ禍で困っている子育て家庭へ

の支援もされたとか。

「２０２０年に入ると、コロナ禍が急激に

進み、多くの学校が休みとなりました。

伴って学校給食が無くなり、子育て中の

家庭で困ることが出てきました。この時

『とりあえず食べんしゃい』と題して、

お弁当の無料配布を行いました。お弁当

をつくるための費用は募金をつのり、多

くの方からの賛同を受け、１００万円ぐ

らい集まりました。飲食店ではない私た

ちはお弁当がつくれないので、糸島にあ

るお店に協力してもらい、同年の５月か

ら８月までの４カ月間で配布したお弁

当は、合計約２，６００食となりました」

※ １００円基金の正式名称は、福祉活動組合

員基金です。誰もが安心して暮らせる地域を

めざして、毎月組合員が拠出している１００

円基金から、グリーンコープが福祉の取り組

みや地域で福祉活動をされている団体を助

成しています。

子どもの居場所『寺子屋しましま』を取材しました
～様々な体験を通してたくましく生き抜くスキルをあげていこう～

阪井 麻紀さん
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――このお弁当配布が子どもの居場所づくりの

きっかけとなったそうですね。

「お弁当を配ることで、その時は喜んでもらえ

たと思います。でも、子どもたちの一時的な

空腹がしのげたとしても、自力でどうにかす

る力をつけていかないといけないと思うよう

になりました。例えば、自分一人でもご飯が

炊けるようになるとか、そうめんを茹でて食

べられるようになるとか、野菜を植えて育て

るなどです。『魚を与えるのではなく、釣り方

を教えよ』にも似た『釣り竿の作り方と使い

方を教えよ』というイメージで、先を見据え

た継続的な活動として、子どもの居場所をつ

くりたいと思うようになりました。食事が取

れて、農業に触れ、学校の勉強も見てもらえ

る、そんな子どもの居場所です」

――そしてこのトレーラーハウスの寺子屋しま

しまが完成しました。

「子どもの居場所になる建物をつくる時に、全

てを業者に依頼すると相当にお金がかかるし、

私の主人が大工をしていることもあり、自分

たちでできるところは作りました」

――子ども食堂、農園、塾が一緒になった子ど

もの居場所とは。

「寺子屋しましまのモットーは、様々な体験を

通して、たくましく生き抜くスキルをあげて

いくことです。そのために、ただ、ご飯を食

べるだけでなく、一緒に調理したり、野菜な

どを育て、作物をつくる難しさを学びます。

学習面は西南大学

や九州大学の学生

ボランティアに協

力してもらい、学校

の勉強もここでで

きるようにしてい

ます」

「畑では２０種類くらいの野菜を育てています。

種や苗を買うこともありますが、実は、私た

ちの活動後援メンバーに園芸会社がついてく

ださり、余った苗を提供いただけることにな

っていて大変助か

っています。できた

野菜はみんなで食

べますし、一部をグ

リーンコープいと

しま店に納品し販

売もしています。た

だ自分達で食べるのと、販売もするのでは大

きく違うと思います。大事に育て収穫し、袋

詰めして値段を考え、売れて喜び、売れ残っ

て残念な気持ちになるなど、成功や失敗をた

くさんしておくことも生き抜いていくスキル

の向上に役立つと思っています。このような

販売のチャンスを下さっているグリーンコー

プさんには感謝しかありません」

「その他に、麦茶を飲むために麦を育て、収穫、

脱穀、炒るなど経て初めて麦茶が飲める体験

も予定しています。一連の作業をすることで、

麦茶１杯を飲むためには、こんなにも労力が

かかるということを子どもたちは学ぶことが

できます」

――食べ物を育て、自分でつくることでの子ど

もたちの変化はありますか。

「子どもたちの苦手なピーマンをおかずで出し

たときは、残さずに

全てたいらげまし

た。自分で野菜やお

昼ご飯をつくると、

食べ物をつくる大

変さが分かってく

るので『残したら悪

いな』とう気持ちが

芽生え始めているの

かもしれません。も

しくは、みんなでご

飯を食べて、他の子

どもたちが残さずに

食べていたら『私も食べれるもんね』という

気持ちになったのかもしれません」

――運営は何名のスタッフでされていますか。

「事務局のメンバーは４名です。後は、６名ほ

どのボランティアのスタッフと一緒に活動を

行っています。引率で来られた保護者の方た

ちに、少しずつスタッフ側の手伝いをお願い

して、だんだん仲間が増えている感じです。

これからも仲間を増やしていきたいと思って

います。そして、同じ子育て世代のお母さん

方と悩みを共有しながら、やっていきたいと

思っています」

――今後やりたいことなどを教えて下さい。

「お母さんたちの居場所もつくりたいです。コ

ロナの影響もあり、子どもとずっと家にいる

時間が増え、一人で抱え込みやすくなるので、

そんなお母さん方の支えにもなりたいですね」

――ありがとうございました。
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抱樸館福岡の入居・退居などの状況 

２０２１年８月末現在の入居者 
７２人（定員８１名） 男性７２名、女性０名 

２０２１年７～８月の新入居者数・退居者数 
新入居者数１９名 退居者数１４名 

（注：８月末までの入居者数１３３６名は、 
２度・３度入居した人も１名と数えています。） 
 

抱樸館北九州の入退居の状況は、特集の際に
ご案内します。 

 抱 樸 館 を 支 え る 会 の 概 要   
抱樸館を支える会の目的 
以下の事業・活動を目的としています。 
◇ホームレス者支援事業 
◇抱樸館に関する広報活動及び資金援助活動 
◇これらに附帯又は関連する事業 

設立年月日：抱樸館福岡が２０１０年５月に開設されるのに

あわせて同年４月１０日に設立 
正会員：以下の１８団体が正会員です。 
グリーンコープの各単協（１５生協） 
グリーンコープ連合会 
ＮＰＯ法人 抱樸（旧：北九州ホームレス支援機構） 
社会福祉法人グリーンコープ 

賛助会員 
２０２１年８月末の賛助会員は、以下の通り 

グリーンコープの共同購入組合員 １０，４１１名 
グリーンコープの店舗組合員・一般の方 １７８ 
企業賛助会員 １０２社◇ 

その他（抱樸館の所在地） 
抱樸館福岡（福岡市東区） ２０１０年 ５月開所 
抱樸館北九州（北九州市八幡東区）２０１３年 ９月開所 
抱樸館下関：新たに開設を準備中 
抱樸館熊本（熊本市中央区） ２０１８年１２月開所 

 
抱樸館福岡の見学のご案内（現在、中止中） 
・抱樸館福岡を身近に感じていただき、ホームレス問題を深く知っていただくために、広く見学を募ってきまし
た。多くの方が見学に訪れてくださり感謝申し上げます。 
・大変残念なことですが、現在コロナ禍のため、入居者の健康を最優先し、見学を中止しています。 
・状況が変わりましたら、会報やホームページ等でご案内を再開させていただく予定です。ご了承下さい。 

 
 
賛助会員を募集しています。 
賛助会員には、会報をお届けします。 

 
賛助会員の申込には２つの方法があります。 

①毎月２５０円の賛助会費を申し込みいただく 
（年間で３０００円です） 

毎月の商品代金と一緒に引き落としとなります。 
共同購入申込書の１３００で申し込みください。 

②１口１０００円の賛助会費を申し込みいただく 
何口でも申し込み出来ます。 
申し込みいただいた月の商品代金と一緒に 
一括して引き落としとなります。 
共同購入申込書の１２９９で申し込みください。 
 

賛助会員は一度申し込みいただくと毎年更新さ 
れますので新たに申し込みいただく必要はありま 
せん。（グリーンコープの共同購入組合員の場合） 
①の賛助会員は毎月継続して２５０円請求させ 
ていただきます。②の会員は申し込みいただいた 
月に毎年一括して請求させていただきます。 

 
 
 
 
 

抱樸館を支える会  賛助会員募集
中 

抱樸館を支える会  賛助会員と会費について 

グリーンコープの共同購入組合員 

一般の方、グリーンコープの店舗組合員 

「抱樸館を支える会」事務局 
〒
福岡市博多区博多駅前１丁目５番１号

社会福祉法人グリーンコープ内
電話 

１口１０００円の賛助会費を何口でも申し込

み出来ます。 
郵便振替でお願いします。 
郵便振替

一般社団法人 抱樸館を支える会 
 

 
企業賛助会員は、会費が１口１０，０００円で

す。出来れば３口（３０，０００円）以上でお願

いします。申し込みは、下記へ。 
 

抱樸館の連絡先 
抱樸館福岡 （電話 ）

〒 福岡市東区多の津５丁目５－８

抱樸館北九州（電話 ）

〒 北九州市八幡東区東鉄町７－１１

抱樸館熊本（電話 ）

〒 熊本市中央区本荘

企業賛助会員 募集中です 

３０代

9%

４０代

16%

５０代

25%

６０代

33%

７０代

12%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代

入居者総数 
１３２０人 

開所から２０２１年８月末までの入居者数 
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